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  多木肥料テクニカルニュース                            

遅めの穂肥で暑さに備える稲姿に！ 
 

今年の夏も猛暑が予想されており、高温障害が心配されます。   

対策として、穂肥を施肥することが重要となります。今回は、昨年高温障害が激しかった新潟

県の事例を基に水稲における遅めの穂肥必要性を説明します。 

〇高温障害が激しかった 

 昨年は高温が長く続きました。そのため、昨年の玄米中のタンパク質含量は、例年と比べてか

なり低くなりました。肥切れして高温障害に遭遇したことが原因です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇出穂直前の穂肥が必要な稲姿と穂肥の施肥量 

高温が続く場合は肥料消耗が速いため、タンパク質も低下しやすくなります。 
肥切れが気になる場合は、出穂１０～３日前に遅めの穂肥を施肥しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【公式 YouTube ﾁｬﾝﾈﾙ（肥料の寺子屋）】 ﾁｬﾝﾈﾙ登録お願いします。☞☞☞ 
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